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(1)キャブレータ車のェンジン№N070型）には、60只システムを追加し、従来の排気ガス浄化装置と合わせ、

排気ガス規制（10.15モード）に対応した。この丑〇只システムは、サーモバルブで水温を検知し、インテー 

クマニホールドに還流する排気ガスを制御する。

⑵今回、NA ―五碰丨仕様の£N07?型ェンジンを新規に採用した。このNA -仕様は、継続車の30— 

丘1^1仕様に対し、下記の制御系を変更した。

① 燃料噴射制御：グループ噴射（30 - 81^1？丨はシーケンシャル噴射）

② I 3 0制御：空気圧サーボ式130 (50 - £№1はデューティ制御式130)

③ ノック制御：無（50 - E^F^は有）
④ ラジェータファンは、水温センサによりじ〇1；で制御する。（30-£№1はサーモスイッチでファンを 

〇队（^)
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仕様

く概要〉

(1) 今回、NA- 仕様（自然吸気、電子制御式燃料噴射装置）の07尸型エンジンを追加し、継続の

£N070型（NA—キャブレータ）、07V型（30 —£№0を含め、エンジンの基本型式を3種類とした。

(2) EN070型エンジンに、丑〇只システムを追加し、排気ガス規制（10.15)に対応した。

疆 麗II ^ :'
(注記）五〇尺システム：排気ガスの一部を五〇只バルブを介してインテークマニホールドに還流させて燃焼'! 

ガス温度を下げ、排気ガス中の3^0父を低減させる。

ぐ主要諸元ン

エンジン
£N07。型（継続） 迟丽卩型（新規） 丑丽丫型(継続） 1

NA—キャブレータ 似一丑腿 5。- 丑順 |

シリンダブロック配置 直列4気筒横置 ぐ
|総 排 気 量（〇〇)

658 -
|内径X行程（111111) 56. 0 X 66.8 -

弁 ^ 構
30^0 2バルブ（取1远又1) 

ロッカアーム方式
一

燃料供給方式
キャブレータ

(ベーン式可変べンチユリ）
丑應（電子制御纖料噴射)

(2グルーブ噴射）
一

(シーケンシャル） 1
|過給方式

〆^
メカニカルスーパチャージャ（N13¢)

点火方式 無接賊（遠心真空式進角）
クランク角センサ付601；コント 

ロール（電子式）
|点火順序

#1一#3一#4一#2 -
|圧 縮 比

9.8 8.3 1

1システム 有 無
~~~~一

最高出力（？5ス11)111) 40/6500 46/6400 55/6200 1

最大トルク# 5. 5/3500 5. 6/4800 7.1/3800 1

I燃料消費率（驭/降，11)[卬111] 215 [2500] 215 [4000] 240 [2600] 1
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2—2 エンジン点火.調整

I準備品
今回追加したNA ― 車のエンジン点検.調整について記載した。

区分

灯

計器

工具番号

49830 7200

49834 5900

市販品

//

名称

スバルセレクトモニタキッ

力ートリッジ

コンプレッシヨンゲージ

タイミングライト

エンジンチューナ

00-110測定器

用途

エンジン回転数、点火時期の測定

スバルセレクトモニタ用

コンプレッシヨン（圧縮圧力）の測定

点火時期の測定

エンジン回転数、点火時期の測定

排気ガス00、110の彻]定

國整備要領（1)圧縮圧力

—点検-------------------------------------------------

(1)ェンジンを充分暖機運転し、イグニッシヨンを 
〇尸卩にする。（ラジェータファンが2回作動するま 

で暖機を行う。）
⑵燃料系の燃圧を低下させる。

① フューェルポンプハーネスのコネクタを分離 

する。
② エンジンを始動し、エンストするまでまわす。 

ェンジン停止後さらにスタータを約5秒間まわ 

し、イグニッシヨン3界を〇ドドにする。

⑶スパークプラグを4本とも全部取外す。

⑷スロットルバルブを全開にする。

(5)スパークプラグ取付け穴に、コンプレッション 

ゲージを当てる。

コンプレッジョソゲージ

(6)スタータモータをまわし、コンブレッシヨンゲー 

ジの指針が停止したときの最高値を読み取る。

繼
‘バッテリ全充電状態で行うこと。

-スタータは機能、作動とも良好なものを用いること。 

，測定は各シリンダ毎に少なくとも2回以上行うこと。 

*NA車はコンプレッションゲージの先端とピストン 

がぶつかる可能性があるので、ねじ部長さが18111111 
以下のものを使用すること。

[参考]継続車

似 一 E^F1

(EN0^F)

ーキャブ 

№N070)

5。一
卿07丫）

圧縮比 9.8 9.8 9.3

コンブレツシヨン
基準值0^。ぜ/聊)

11.3/300 11.3/300 9. 8/300

シリンダ相互間差 
(故/。が） 1. 0以下 1.0以下 1.0以下

コンブレツシヨン
限度値如/。が細)

9.8/300 , 9.8/300 8. 3/300

⑺圧縮圧力が低い場合は、次の項目を点検する。
暑バルブの圧縮漏れ（バルブとバルブシート間）

-ピストンリングの摩耗 

，ビストン、シリンダの摩耗 

，シリンダへッドガスケットの漏れ 

⑻圧縮圧力が高い場合は、燃焼室、ピストンヘッド 
のカーボン堆積を点検する。
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エンジン点検.調整一整備要領

(2)点火時期

点検，調整

く点検〉

(1) ヱンジンを充分に暖機運転する。（ラジェータフ 

ァンが2度作動するまで）

(2) 運転席前下部のテストモードコネクタ（緑色）を 

結合し、リードメモリモードコネクタ（黒色）を分 

離する。
(3) タイミングライトを使用して（タイミングライト

の“わに口”を#1シリンダのハイテンシヨンコー 

ドにクリップする）、タイミングベルトカバー彻】の 

爪の位置とクランクプーリの溝が一致しているこ 

とを確認する。

8丁0010。

#1、#4ピストン 
上死点位置

クランクプーリ

基準値 [参考]継続車

似一丑娜車 似—キャブ車 30- 玨丽車

10° ±3° 7800 ±5〇11)〇1

3X00 6° 士3°
/8013 士 50.1*1)10

310010° ±3° 

7800 ±50^12

く調整〉

点火時期が基準値を外れている場合〔左記（3) 
項でベルトカバーの爪とプーリの溝が一致しない 

場合〕は、ディストリビュータ本体の取付ボルトを 

ゆるめ、ディストリビュータ本体を回して点火時期 
が基準値内に入るよう調整する。

(3)アイドリング回転数

点検

(1) 〇チヱックを行いインパネ内の 

珏1^0胃ランプが点滅してない（トラブルがない） 

ことを確認する。
⑵ェンジンを充分に暖機運転する。（ラジェータフ

ァンが2度作動するまで）
(3)タイミングライトを使用して点火時期が基準値 

内にあることを点検する。（上記参照）
⑷エンジン回転計をセットし、アイドリング回転数 

を点検する。

基準値

祖一迟應車

[参考]継続車

800 ±50で!)10

NA—キヤブ車 50 -丑丽車

800 土 501*1)111 そ一

注意

9

ヒータブロア、へッドランプ、ラジェータファ 

ン、リヤデフォッガ等すべての電気負荷が〇ドド 

の状態で行う。

上記のいずれかが01^のとき、
アイドリング回転数：850±50卬茁 

であることを確認する。

⑸アイドリング回転数が基準値を外れている場合 

は、別冊の「電子制御装置トラブルシューティング 
マニアル」を参照して下さい。
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エンジン点検.調査一整備要領

(4)アイドルバキューム

点検

くバキュームゲージを用いる場合〉

(1) ヱンジンを充分に暖機運転する。（ラジヱータフ 

ァンが2度回って停止した状態）

(2) エンジン上部のインテークマニホールドコレク 

夕に取付けられている圧カセンサ用ホースとコレ 

クタ間に丁字ニップルを接続し、もう一方にバキ 

ュームゲージをセットする。

(3) アイドリング状態（無負荷）で吸入管負圧を読み

取る 0

注意 エアコン、ヘッドランプ、リヤデフォガ. 

ラジェータファン等すベて01^のこと。

基準値（1111！1112ズ1：1)111)

-370〜-490/800

-350〜-470/800

[参考]継続車 

-350—470/800

-330—450/800

くセレクトモニタを用いる場合〉

(1)ェンジンを充分に暖機運転する0 (前項と同じ）
⑵セレクトモニタをセットする0

(3) テストモードコネクタ、リードメモリモードコネ 

クタ共、分離されていることを確認する。

(4) セレクトモニタのファンクションコードド14を 

モニタし、アイドリング状態（無負荷）での吸入管 

圧力を読み取る。
ェアコン、ヘッドランプ、リヤデフォガ、

ラジェータファン等すべて〇ドドのこと。

注意

く吸入管圧力が基準値を外れている場合〉

吸入管が基準値に対して外れている場合は、以下を 
参考にしてトラブルシューティングを行う。

推定不良個所

基準値より小さい 

場合

① インテークマニホールドガス 
ケットもれ

② 点火時期の遅れ、バルブクリ 
アランスが狭い（バルブの突

上げ）
③ バルブガイドのすき間大
④ バルブシートのもれ

基準値より大きい 
場合.

① 点火時期の進みすぎ
② バルブのすき間大

基準値の上下に振 
れる

①点火系の不良

基準値（111111112) [参考]継続車

270〜390

290〜410

280〜400

300〜420

〔注記〕吸入管圧力値は、絶対表示である。
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エンジン点検，調整——整備要領

(5) 00、㈠〇濃度

--------点検——

(1)エンジンを充分に暖機運転する。（ラジヱータフ 

ァンが2度回って止まるまで）

⑵0チェックを行いインパネの〇^〇仄01姻 

ランプでトラブルがないことを確認する。

(3) 点火時期とアイドリング回転が正規状態である 

ことを確認する。（点検方法は前項を参照のこと。）

(4) 〇〇、110 メータをセットし、アイドリング状態で 

(無負荷）で、〇〇、N0濃度を測定する。

[参考]継続車

NAー ギャブ車 50-丑歷車

1.5土(). 5 0.5以下

800以下 500以下

車種 車

00 (%) 〇. 5以下

N0 (卯爪） 500以下

巧主意七

〃走行後はアイドリングで5分以上放置した後に 
調整すること。

(走行直後はシリンダへッドの排気ポート付近 

の温度が高く、（：0の浄化が促進されているの 

で、通常の(：0メータでは感知しにくいため）

(注）
NA ― 車のバッテリ、冷却水、エンジンオイルゐオイルフィルタ、エアクリーナエレメント、フューエ

ルフィルタ、スパークプラグ、Vリブドべルト、バルブクリアランス、タイミングベルト等に関する点検.調 

整については、既刊のサンバー660整備解説書を参照して下さい。



^2-3 ^£N07¢型エンジン（キャブレータ車)

國概要

キャブレータ車のエンジンには、兄〇只システム（6x11311^： 〇83 ^60^0111&11011:排気ガス還流装置）を追加 

し、従来の排気ガス浄化装置と合せて排気ガス規制（10.15モード）に対応させた0この丑〇尺システムは、排気 
ガスの一部を吸入混合気中に還流させて、シリンダ内の燃焼ガス温度を下げ窒素酸化物〇^〇又）の排出を低減 

させ、丑〇只バルブ、丑〇只パイプ、サーモバルブ等の部品で構成されている。

以下に排気ガス浄化装置一覧とシステム図を示した。

く排気ガス浄化装置一覧〉

装置 構成部品
低減 物質

N0 00

触媒 装置 -モノリス酸化触媒 〇 〇 —

点火時期制御装置 ，配電器（遠心，真空式進角） 〇 〇 〇

排気ガス還流装置
№0只システム）

バルブパイプ

^サーモバルブ
— 〇

ブローバイガス還元装置 #フローバイホース 〇 一 —

燃料蒸発ガス排出抑止装置 ^キャニスタ 〇 — —

くシステム図〉

付ーモバルブ1

ニスタ"]
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£N070型エンジン——構成部品

構成部品

已〇只システムは、インテークマニホールドにガスケットを介して取付けられている丑〇只バルブ、排気ガスの 

—部をェキゾーストマニホールドからインテークマニホールド内に還流させるぢ〇只パイプ、水温により作動す 
るサ—モバルブ等で構成されている。

忖 # 111
可〔政 一111〕

イソテークマニホールド キャブレータ
エンジンハンガー

18,6±2,0 
〔1.9土(). 2〕

已〇闩バルブ

白6只バルブ 
ガスケット

オルタネータブラケッ

インテークマニホー 
ガスケット

ェキゾースト.
マニホールド

オルタネータハーネスステー

オイルレベルゲージふガイド

44.1冷9 
1114,5冷5〕 E6F(パイプカバー

べ々レ、
E(3F(パイプステー

18. 6 土 2.0
丁 11. 9 土 0.21

E0F(パイプ

E6F(パイプ 
カバーN0.2

に9±1，5
丁| [0.7土0.15]

44.1：5-9 
〔4. 5沿5〕
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070型エンジン 構造.作動

画構造.作動

56闩バルブ

£0只バルブは、インテークマニホールドに取付けられており、吸入管負圧により、ダイヤフラムを介してバ 

ルブを上方に移動させ、バルブを開にし、排気ガスの一部をインテークマニホールド内に還流させる。

丑〇只バルブへの吸入管負圧は、サーモバルブにより制御されており、水温約70で以上で迟〇只バルブは作動す

る

吸入管負压

ダイヤフラム

パルブ

[〇れバルブ
鼸霧

漏
凝讀

翁戀

-蒙^^^^

ガスケ V

嘴樓:. 興㈣：.:.

麵::；

^|^18^ 8±2, 01^ # 瓜(1. 9±0,2扭，〕

サ—モバルブ 〇麵

サーモバルブはアウトレットハウジングに取付けられている〇が一〇ぎぞタイプ❾バルブであり、エンジン水

温を感知し、10只バルブへの吸入管負圧を抑制する 〇

サーモバルプ溫度特性

7014° 0

〇尺（開）：迖〇只バルブが作動する。

〇ドぞ（閉）：お〇只バルブへの吸入管負圧をカットす

る。従って、£0只バルブは作動しない。
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£N070型エンジンー-構造.作動

旺(38パイプ.£(3只パイプカバー.[〇幵パイプステ

1(3只パイプは、ェキゾートマニホールドとインテークマニホールド間に取付けられ、排気ガスの一部をイン 

テークマニホール ド内に還流させるパイプである。

五〇只パイプカバーは、カバーの内側にあるバネ式のクランブでお〇尺パイブに取付ける。

蕾つマ.アノ^ ，广—.％ノ^？：：：:ヴノ:：.:;
-'' ----'-'':-’

::::::；；::::::::卜

’1施
1:...::,:
|：卜:1

6円パイプ 
1&カバー麵

66只パイプ 
カバー

[〇只パイプカバー2

〔阴パイプ
，，〇轚，，，画，釀，人丁一

パイブ

キャブレータ

艺〇尺ポートおよび迟〇尺の負圧検出用にニッブルを追加した 〇 [参考]従来車

ディストリビュータ進角用ニップル

インシュレータ

エバポレーシヨガスをバイパスさせるため、溝を追加した〇 [参考]従来車
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£N070型エンジン——構造.作動

インァークマニホー"ルド^

迟〇^パルプ取付面、パイプ取付ボス、圮〇只ポ

ブースト
キヤップ部

バキューム 
ニップル部

68闩パイブ取付部

卜を追加したハ

車 種 ノ《キュー^ムニッフル ブーストキャップ

2^0エアコン無 X 〇

2^0エアコン有 X X

3/7 4^1)エアコン無 〇 〇

3/丁 4说0エアコン有 〇 X

21



070型エンジン——構造.作動

I
ェキソーストマニホ

ガスケット辩淚総べ^^^

上部パイブ 
ルド 取付部（ねじう::

—X 4^ Vースト'/一为、ーゾレト备ガ入ケッ「- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 机1. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ............ 一一-———^— ------------ ---------- ------

従来車に対し、珏〇只パイプ取付用ボス（ネジ部）を追加した。また、#3、#4ポートの一部を形状変更した。

——ピストンー------- ----------------- ------------------——

今回追加したが八―五撼？丨エンジン（次章参照）のビス 

ス径を大きくした。（於29—多27)

Xンジン型式 五爾)70型

形 式
スリッパ形 

サーマルフロー

ピストン基準径（腿!） 55. 975

ピストン,、
クリアランス

0,015〜0.035

ピストン
ハィ ト（匪）

26.65

ピストン全長（11) 411

ピストンピン.、 
オフセット（11)

0,75

ビストンピン
軸受 方式

フルフロート

ピストンピン/、 
ボス穴径（1！〇)

#16

ピストンピン，、 
命 長（國）

42

リセス径（腿） 珍29

2 —12



£N070型ェンジン——構造.作動

ーオイルレベルゲージ&ガイドーー―

キャブレータエンジンおよび尺八 一£№1エンジン

…"…’丨1丨,…-嘯"…为ムノ々イ^ ---んフ細^勿卜麵酬嶋明"^咖师㈣㈣"漏^蝴柳細,相鱗靡㈣㈣^~贿嫌切—確丨“顧^丨：「‘「フ丨…"「；「I川' -'1'-"-"1^1111〇11^ — —「——「——リリ————'“^「間—11：~ ~11)1…11！  ...................... ^ '一一-.—，"如1"'-

従来車のオルタネータブラケットに対し、：£01?パイプステー取付用のボス（ねじ部）とオルタネータハーネ 

ス支持用のステー取付ボス（ねじ部）を追加した。

2~ 13



エンジン点検.調整——整備要領

圓整備要領 £0只バルブおよび5(38パイプ

-------- 脱着，点検

く取外し〉

(！)芒〇只パイプカバーを迟〇只パイプから取外す。

⑵五〇；^パイプステー両端氓〇尺パイブ側、オルタ 

ネータブラケット側）の取付ボルトを外し、ステー 

を取外す。
1：6尺パイプ側:田鼠9土1.51^ 111〔0フ±0,15妝，〕 

オルタネータブラケット側：

1118.6土2, 〇ル瓜〔1，9土0,2故1〕

(3) 圮〇只パイプのインテークマニホールドとヱキ 

ゾーストマニホールド側のナットをゆるめ、圮〇只

パイプを取外す。
+49 十0 5

17144, 1-0 N.111 14 5-0竑-1¢〕

(4) £(3只バルブの取外し

① 吸入管負圧検出用のゴムホースをお〇只バルブ 

ょり外す。
② ぢ〇只取付ボルト（2本）を外し、^〇尺バルブを 

インテークマニホールドより、ガスケットと共に

取外す。

团』8,6土2』ル111〔1,9 土 0.21深二！！!〕

ぐ点検〉

(1) £0尺バルブ

① バルブ部にカーボ 

ン等の付着がある場 

合は清掃すること。

② 吸入管負圧検出部
(右図@)にマイティ 

バック等で 一20001111118

以上の負圧をかけた 
とき、バルブが作動 

することを確認する。

不良の場合は、交換 

する。

⑵ぢ〇只パイプにクラックやつぶれ等の異常がある

場合は、交換する。

く取付け〉
取付けは、取外しの逆手順で行う。

，五0只バルブガスケットは、新品を使用する。

，エンジンを充分に暖気運転（水温70。〇以上）し 

た後、£0只バルブ、五〇只パイプ取付部等からガ 

ス洩れのないことを確認する。

2-14



2 — 4 巳1\107ド型エンジン⑺八一已1\；1131)

國概要

NA - E^F^仕様の丑1^07ド型エンジンを追加した。
このNA— 兄1^丨は、継続車の5(：-丨システムに対し、燃料噴射方式補助空気デバイス等を一部簡素化し 

た0— ]VI？丨システムを採用した。下表に、30 — に対する主な制御系の変更点を示した。

項目 NA - E]V1F1(今回追加） 5。-丑刪（継続）

燃料噴射制御 グループ噴射 シーケンシャル

ノック制御 411¢撕 有

I 3 0 制御 空気圧サーボ式150 -デューティ制御式130

ラジェータファン制御 有 41111挑

構成部

丁 18.612.0「1.910.2〕 インテークマニホールド 
コレクタ

7.812.0
デ!「0,8±0, 2〕

圧カゼンサ

スロットルボディ

でて8±10 [〇. 8±0.1]

吸気温センサ
T 34 3±2,9 [3. 5±0.3]

スロットルセンサ 了 18,6±2,0〔1.9土(). 2〕

インテークマニホールド 
ステー

インテークマニホールド 
ガスケット2

斤118.6±2.0〔1.9土(). 2〕

インテークマニホールド

18,6±2^0 
阿⑽士〇. 2]

プレッシャレギュレータ

エンジンルームカバー

インテークマニホールドガスケ ツ

2— 15



日问0 7ド型エンジンーエンジン主機構造.作動

2-4-1 エンジン主機 構造，作動
シリンタヘッド

継続車エンジンのシリンダへッドに対し、①インテークバルブ傘径の拡大（028—026)によるバルブシー 

卜の変更、②ブローバイ通路形伏変更による通路の拡大、③吸気通路径の拡大（㊉02)等を行った。

〇^-^〇

〇㈣
〇~〇

識別位置

〔参考〕継続車

車 種 識 別

斷―已應 ②
車 種 識 別

キャブ（NA) ⑧
50 -丑刪 ②

へッドガスケット

NA ― エンジンのへッドカスケットは、従来のキャフレータ車エンジンのへッドガスケットと同じであ

る0

く識別〉

斷一五刪（一般) 似一只刪（赤帽)

(参考）従来車1 1 (参考）従来車

-キャブ（一般） ，キャブ（赤帽）
，30-迟順

2-16



已㈤07尸型エンジン——エンジン主機構造.作動

ピストン

インテークバルブ傘径アップに伴い、ピストンのインテークバルブリセス径を大きくした。（彡29—沴27) 

(尚、キャブレータ車エンジンのピストンと同仕様）

型 式
芒が07ぞ

(祖一芒丽）

形 式 スリッパ形 
サーマノレフロー

ピストン基準径（画） 55.975

ピストン,、 
クリアランス、龍11ノ 0.015〜0X)35

ピストン,、
ハ ィ ト（臟） 26.85

ピストン全長（腿） 47,1

ビストンピン《X 

オフセット1卿 0.75

ビストンピン
軸受 方式

フルフロー ト

ピストンピン(、 
ボス穴径^ 4)16

ム ト % (刪)
全 反 42

\\ 心

クランクシャフトプーリ

クランクシャフトプーリにトーショナルダンパ機能（ゴムダンパ）を追加し、振動‘騒音を軽減した。（継続 

車である30- 忍が朽用エンジンに追加したものをN1—お1\^1にも採用し、共用化した）

':,，爾，觸5ン

翁.''.

麵顆麵種て、觀

畢 '国...,. -, 參--..-..-%^ ふ.、.-..5 ,:: ； ---- --.り-........,
- -- に へ…

,ぐ1:.，/ -:. ，ノ: ：“ :. 乂 -: : % \ ぐ/.:」ぐぐ:.::々 XV:-:-ツ.くク

--................................. ''- -

-こ::へ：':.V '，ぶ：:.，:..'.::…..：

，二.、.：し ':し.、。”.：. ，产.ノノ.. V，-’-'匕八.、.-，へ-、”，ン，-’.

:!

漏心:
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日1\10 7ド型エンジンーー動弁機構構造.動作

2-4-2動弁機構國構造.作動

-------- バルブふバルブスプリング--------------------------------------------------- ---------------------------------------------

NA —エンジンのインテークバルブ傘径を、¢28とした。（継続の070型エンジンも0 264 028に 

変更し、同仕様にした）また、バルブスプリングは、10、五1\1？丨 一]車と同仕様のものを使用した。

く仕様〉

項 目 インテーク エキゾースト

バ ル ブ

傘 径（皿） 0 28 ¢23

ステム径（匪） 4 5.5 ¢5.5

全 長011110 94.6 946

表面 処理 タフトライド タフトライド

バルブスプリング

セット時荷重（味） 18.0

最大リフト時荷重（味) 45.0

外 径（皿） 多23.8 く一

自由 長（腿） 43.3

バルブシート

内径X外径0311) 0 24x0 29.1 0 19x0 24.1

厚 さ（01111) 7 7

材 質 焼ボ吉合金 焼結合金

バルブガイド

内径X外径（皿） 多5.5 X必10 必5.5 X彡10

全 長（111111) 40 40

材 質 焼結合金 焼ボロロ'金

2-18



[问〇了ド型エンジンー動弁機構構造.動作

力厶シャフ

NA —丑1^1エンジン用のカムシャフトを新設した。

カムシャフ

ロッカシャフトサポート（闩) 
(カムキヤップ）

#4サポート

#3サポート

#2サポート

ロッカシャフトサボート（ド）
(カムキャップ） ^#

#1叫用カム
#1日乂用カム

オイルシール

型 式 已丽卩（隐一丑順)

カム山の全高（腿)

バル フ (腿)

カムシャフトジャーナル径（血11)

カムシャフト全長（腿)

識 別
(ディストリビュータ取付面側)

タイミング

ダイヤフラム

31.74

8.0

多26

307.5

㈧開、 /以閉

㈧閉 0(開
800

〔参考〕継続車

£N070 (キャブレータ）

31.47

7.5

0 26

307.5

丑丽丫（50— 已應)

^—^

一

㈧開 以閉

2-19



£N07ド型エンジン エンジン潤滑システム構造.動作

2—4一3エンジン潤滑システム國構造.作動

オイルパン

車の電磁クラッチの変更（詳細は次章丑〇マ丁を参照）に伴い、已〇マ丁車用のオイルパンを新設した。ま 

た、車の一部車種にもこの新設オイルパンを採用した。

[参考]従来のオイルパン

11 了1】

車種

一般 赤帽

歡一丑祖 キャブ 30- 丑刪 斷一丑麗 キヤフ 30 -呸歷

慰 只(:VI

新設
オイルパン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

參

従来
オイルパン 〇 〇 〇
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ファン形式
コルゲートフィン |

キャッブ開弁圧 正圧側： 0.9 ±0.15、負圧側： 一0.05以下

瞬：I-継織
「 トラック

パネルバン バン，ディアス

キャブ 30 -只腿 キャブ 3。-兄廳

心 ^7 丑〇从丁 慰

オイルクーラ 無 有 無 有 無 有

ラジェ-夕系 
配管サィズ

(腿）

パイブ1
(外径）

0 22 <7- —

ホース | 0 21
(内径X外径)卜0 29 ^— — ぐ-

(注）構造.讎、整備要領等については、既刊のサンバー660新型；!

無 無 有 無 無
有|

¢22 0 28 0 22 ¢28 ^~ 1

¢21 
IX ^ 29

0 27
X ^ 35

— 0 21
X ^ 29

0 27
X必35 —1

【解説書、整備解説書を参照して下さい,

268 268 268
コア寸法（画!） 400 4— 4— 400 400

1 1 16 32 27

ぐ

や

令

七

70 80

0 270
ス5 炎270 X 4

サーモスイッチでファン01^1、〇ドドする

268 268 268 268 268 268
400 400 400 400 400 400
16 32 27 16 32 27 1

4エンジンクーリングシステム1仕様

種 トラック 
ペネルバン

バン
ディアス クラシック

ンジン
-

似一 E^^F1

ンスミッション E^VT

却 万 式

形 式

吐出量
〔ゼ、111)
(水温85 

〇0)

20001^)111

5000

700011)01

羽根外径（腿)

羽根枚数

プーリ比

形 式

開弁酿（。〇)

弁全開温度（て)

全開リフト011110

銘 柄

奈究暑〇)ザ-ブタンクの 
王合厘ド1111レベルまで)

モータ⑽

フアン外径乂枚数

ファン制御方式

水冷強制循環式;十電動フアン

遠心式インベラタイプ

20

50

100

0 62

8

1.05

ワックス式

78

93

8

スバ'ル純正クーラント

約6.5及

80

0 270 X 4

水温センサ検知による远(：1：制御

形 式 加圧式クロスフロー

£N07卩型エンジンーエンジンクーリングシステム仕様

ラ
ジ
ェ
—
夕

42

車

ェ
ラ

冷

ウ
オ
丨

タ
ポ
ン
フ

サ
ー
モ
ス
タ

7
卜

冷
却
水

電
動
フ
ア
ン

ラ
ジ
ェ
ー
タ
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£N07「型エンジンーエアインテークシステ厶構造.作動

2-4-5 エアインチークシステム國構造.作動

:バ:次—“-プ

—“—イノブ---------------クぜ~ホー』レト11111,1丨晒画.「'丨.1.1，"晒，，.雌麵酬丨丨I丨丨編.丨:丨.

エンジン用のインテークマニホールド 

を新設した。このインテークマニホールドは、継続 

の況一エンジンと同様、各ポートは独立型で、 

インジェクタ、フューエルパイブが取付けられてい 

る0
但し、3〇— ぢ腿?1用に対し、ボート径が異なる。、

腿一迟腿：沴28 

80-£№1:公26)

一^インテークマニホールドコレクタ--------------

以八一ンジン用に、アルミ製のインテーク

2 — 22



日N0 7ド型エンジンー^エアインテークシステム構造.作動

—インテークマニホー』レドガス7ットー....... ...................... ........ ....... 厂「........... .......... ......一丨丨       .........

N,4-茲減ぞ1エンジン❾インテークマニホールドガスケットを新設した。

くシリンダへッド〜インテ—クマニホールド間〉 くインテークマニホールド~インテークマニホール

ドコレクタ間〉

^0 30 —芯減.朽用とは互換性なし。

エンジン用❿エアクリーナホース（スロットルボディ〜エアクリーナケース間）を新設した。



£N0 7「型エンジン——フューエルシステム概要

2—4一6 フューエルシステム國概要

ぢ1^〇7ド型エンジンは、£№1—5：(：1；(コントロールユニット）により制御される燃料噴射シ 

ステムを採用し、各気筒ごとにある4本のインジヱクタを#1—3と#2 — 4気筒に分けて交互に噴射するグルー 

フ噴射方式である。また、エンジンに装置されている各センサ（クランク角センサ、スロットルセンサ、水温セ 

ンサ）が、運転伏態（エンジン回転数、スロットル開度、冷却水温など）を丑〇1；へ入力し、電子的に点火時期 

制御を行うことで低速から高速まで優れた走行性を実現している。

ぐ各制御機能の概要〉

馨1

制御項目 制御 内容

燃料噴射制御
(グループ噴射）

圧カセンサからの吸入管圧力、クランク角センサより検出ざれる気筒判別およびエ 
ンジン回転数、水温センサ、吸気温センサ、02センサなどの各信号から燃料噴射量 
を演算することによりヱンジンのあらゆる状況に対応した適正な空燃比となるよ 
うに燃料噴射量を制御する。

点火時期制御 エンジン回転数、吸入管圧力、冷却水温等により、エンジンの現在の運転状態に応 
じた最適な点火時期に制御する。

アィドル回転数制御
エンジンの運転状態（冷却水温、電気負荷など）に応じて130 (アイドルスピード 
コントロール）バルブを通過する空気量を調整して、アイドル回転数を最適な状態 
に制御する。

フューエルボンプ制御

エンジンが1秒間以上止まった場合（クランク角信号がぢ〇!；に1秒間以上入力され 
ない場合）はフューエルポンプを停止させる。イグニッション&〇]^直後は1秒 
間のみフューエルポンプを動作させ、インジヱクタまでの燃料デリバリラインに予 
圧を与える。

エアコン制御
スロットル開度、車速、エンジン回転数などに応じてエアコンの作動を最適に制御 
する0また、130 (空気量調整）とエアコンコンブレッサ作動のタイミングを制御 
して、エアコン作動時のショックを低減する。

ラジヱータファン制御 水温センサからの信号によりラジヱータファンの作動を制御する。

自己診断機能
(セルフダイアグノー シス）

システムの入出力信号系統になんらかの異常が起きた場合、丨一丑(：11内 
のコンピュータがその異常を検地してチヱックエンジンランプを点灯させ、システ
ムに異常が起きたことを警告する。（1；チェックモード）また、テストモードコネ 
クタを結合して所定の点検要領パターンを実施することで、システムの入出力信号 
系統の異常の有無を点検できる。（0チヱックモード）さらに、ぢ011内に記憶装置 
を装え、現在異常がない場合でも過去に故障していた信号系統の異常を読み出すこ
とができる0 (リードメモリモード）

フヱイルセーフ機能

システムに異常が生じ走行不能、エンジンストップなどのおそれがある場合 
は、ぢ011内に記憶されている数値を用いて一定限の走行を確保する機能を備えて 
いる。また、システムの異常によって二次不具合の発生のおそれがある場合は燃料 
噴射を停止させる。

セレクトモニタ機能 丑01；との相互通信により丑01！内の入出力信号データやトラブルコードを直接モニ 
夕することができ、システムの故障系統を診断することができる。
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£N07卩型エンジン——フューエルシステムシステム全体図

國システム全体図
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£N07卩型エンジン フューエルシステムシステム構成表

圓システム構成表

区

分

構成部 機 能

燃
料
隳
射
制
御

点
火
時
期
制
御

ア
イ
ド

ル
回

讓
制
御

フ
二
1

エ
ル
ポ
ン
プ
制
御

エ
ア

ン
制
御

己
診

制
御

ラ
ジ
エ

1
夕
フ
ア
ン
制
御

へッドランプ3…
乙〇 へッドランプの点灯（ロービーム)を検知する。 〇 〇

N1 へッドランプの点灯(ハイビーム）を検知する。 -し. 〇 〇 :

リヤデフォッガ リヤデフォッガの作動を検知する。 〇
1

〇

エアコン信号 エアコン3界の作動を検知する。 〇 〇
秦

クラッチ信号（丑〇ン丁車のみ）
電磁クラッチが結合状態になったことを検知 
する。 〇 〇

入
ヒータブロア3\が ヒータブロアの作動を検知する。 〇 〇 〇

力 スロットルセンサ スロットルのバルブ開度を検出する0 〇 〇 〇 〇 〇

信 車速センサ〔リード5界〕 車両速度を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇

ディストリピュータ クランク角
センサ クランク角を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

？ 〇2センサ 排気ガス中の酸素濃度を検出する0 〇 〇
ン
サ 水温センサ 冷却水温を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吸気温センサ シリンダに吸入される空気温度を検出する。 〇 〇 : 〇

圧カセンサ 吸入管圧力を検出する。 〇 〇 〇 〇

テストモードコネクタ 0チェックモードへの切換を検知する。 〇 〇 〇 〇 〇

リードメモリコネクタ リードメモリモードへの切換を検知する。 〇 〇

電動パワステ用迟(：じ パワステの作動を検知する。 〇

入33用已〇11 入83の作動を検知する。 〇 〇 〇 〇

制御部 用:
各種入力に応じ、それぞれの制御に対し演算し 
出力する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

インジェクタ#1、#3 #1、#3気筒への燃料噴射を行う。 〇

出 インジXクタ#2、#4 #2、#4気筒への燃料噴射を行う。 〇
力
信

—\
ア

フューエルポンプリレー フューエルポンプの作動を制御する。 〇

130バルブ アイドリング回転数を制御する。 〇 〇

ク
チ

イグナイタ 点火タイミングを制御する。 〇
ユ

エ コンブレッサリレー エアコンのコンプレッサを作動させる。 〇

土 1黪

チェックェンジン ランプ
エンジンの異常を警告、及びトラブルコードの 
表示を行う。

〇

ラジェータファン リレー ラジエータファンの作動を制御する。 〇
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£N07ド型エンジン フューエルシステム入出力図

メインリ! 
セレクトモニタ

へッドライト3^

闩デフォッガ3^ 

ヒータブロア3\7

エアコン3西

車速センサ^::
ふ

八83 八83信号 フ
E^[)

干〇㈧

リードモード

テストモード

卸アースへ

パックアップ電源

レ—
メインリレーアース 

セレクトモニタ倌号

へッドライトし〇 V憤号
ドライトげI讷信号

〇デフオッガ倌号

ヒータブロア倌号

八/〇リレー

車速センサ倌号

02センサ信号

クランク角センサ倌号

クラッチ償号（已〇ソ丁車)

パワステ信号

自己診断
レ

故陣記馆

フェールセーフ

制御機能

燃料噴射 
点火時期 
アイドル回転数 
フューエル
ポンプ
ラジフアン 
エアコン

E^^

セレクトモニタ送信
—セレクトモニタ

+ #1.3.インジェクタ

-#2.4.インジェクタ

5^6丨呢ランプ

II

エアコンコンブレッサ出力 

フューエルポンプ出力

130倌号㊉
I30パルプ

130倌号㊀

ラジファン出力

点火出力

ラジファンリレー 
—イブナイタ

5ソ電涿
—圧カセンサ 

スロットルセンサ

パワー系アース
パワー系アース
制御系アース

制御系アース
点火系アース

I入出力図

-

〇
 ̂

I
 

3
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E N 0 7 F型ェンジン------ フューエルシステ厶コントロールシステム

国コントロールシステム

燃料噴射制御

燃料噴射制御は各センサの信号を丑011に入力し、丑〇リは噴射量の制御を行っている。噴射量の制御はインジ 

ュクタの開弁時間で制御されており、噴射時間はヱンジンの運転伏態に応じた最適の時間を瓦〇1；が決定しイン 
ジュクタへ信号を送る。燃料噴射方式は、#い#3気筒と#2. #4気筒とのグループになっており交互に噴射 

する2グループ噴射である。エンジン始動時は、噴射パルスを所定のパルス幅に分割して噴射する方式を採用 

し、始動性の向上をはかっている。

また、02センサによる空燃比学習制御機能のフィードバック制御も行なっているので、レスポンスの良い正 

確な燃料噴射制御システムになっている。

くタイミングチャート（始動後）〉

ぐ噴射特性〉
燃料噴射時間は基本的にはつぎのように表わされる。

(1) 始動時 噴射時間^始動時噴射時間X始動時補正係数

(2) 通常時 噴射時間^基本噴射時間X補正係数十電圧補正時間

春基本噴射時間.......... 吸入管圧力、エンジン回転数、吸気温度から決定される吸入空気量に比例
した基本となる噴射時間である。

鲁始動時噴射時間...... エンジンの始動性を向上するため、水温センサの信号によりその時のエン

ジン冷却水温に応じた燃料噴射時間を決定している。

鲁電圧補正時間.......... バッテリ電圧によるインジXクタの作動遅れ時間を補正する。
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E N 0 7 F型ェンジン------ フューエルシステムコントロールシステム

燃料噴射制御

ぐ始動時補正係数ン

エンジン始動時の空燃比を最適にして、始動性を向上させるための補正である。

(1)空気量補正係数：ヱンジン回転数と吸入管圧力により、適正な空燃比になるように補正する。

⑵吸気温補正係数：吸気温度の変化による吸入空気密度の変化分を補正する。高温時は噴射量を減量し、低

温時に増量を行なう。

⑶始動時間補正係数：クランキング時間が長い時に減量補正を行ない、スパークブラグがかぶるのを防止す
る0

ぐ補正係数ン

エンジンのあらゆる状態に応じた空燃比にするため、基本噴射時間を補正する係数で以下のような種類があ

る 〇
⑴水温増量係数：冷態時の運転性を向上させるため水温センサからの信号により燃料の増量を行なう。増量

率は低温時ほど大きくなり、暖気完了時は0になる 〇

(2)始動後増量係数：エンジン始動直後のエンジン回転数の安定性を向上させる為、始動直後から一定時間増

量補正を行なう。

⑶フル（全開）増量係数：エンジン回転数と吸入管圧力より、運転状態が高負荷領域と判定された時、適正な
空燃比になるように増量補正を行なう。

⑷加速増量係数：冷却水温とスロットル開度の変化する速度に基づいて加速時の増量を行ない、加速時にお

ける圧カセンサ計測遅れおよび燃料噴射の遅れを補正し、応答性を向上させる。

⑸減速減量係数：スロットル開度の変化する速度に基づいて減速時の減量を行ない、減速時における圧カセ

ンサの計測遅れを補正し、応答性を向上させる。
⑹アイドル後増量補正：アイドル状態からスロットル開度が増加した時、冷却水温に応じた増量を行ない燃

料噴射の遅れを補正し応答性を向上させる。

⑺02フィードバック補正： 〇2センサの信号に基づいて、リッチ検出時徐々に減量を行ない、リーン検出時

徐々に増量して空燃比を適正な伏態に補正する。また、冷態時やフル増量時には 

補正を停止する。

⑻空燃比学習補正：02フィードバック補正値に基づいて、エンジン回転数と吸入管負圧によって割り付けら
れた領域ごとに補正値学習を行なう。02フィードバック補正量が減少するように学習を 

行なうので、空燃比の制御精度および応答性が向上する〇この補正値は、イグニッション 

5界、〇ぞ卩後も記憶される。また、冷態時やフル増量時には学習を停止する。

く燃料カット〉

エンジン保護や燃費向上等のため、次のような場合は燃料カットを行なう0

(1) エンジン回転数がレッドゾーンを超えるような高回転になったとき

(2) スロットル全開での減速運転時。

⑶吸気系に何らかの異常があり吸入管圧力が設定値を超えたとき。

0
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£N07尸型エンジン------フューエルシステムコントロールシステム

—点火時期制御- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 一---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

吸入管負圧とエンジン回転数を基本に、瓦〇!；内に記憶してあるマップで制御する電子式であり、水温センサ、 

吸気温センサによって補正し、点火時期をコントロールする。

ぐ進角特性〉

始動時：点火時期^

通常時：点火時期^基本進角I冷却水温補正進角牛アイドル安定性化補正進角

⑴基本進角：吸入管圧力とエンジン回転数によって決定する基本となる点火時期。
⑵水温補正進角：冷却水温に応じて、低温時は点火時期を進角させて運転性を向上させる。

⑶アイドル安定化補正進角：クランク1/2回転毎のエンジン回転数変化量に応じて点火時期を進角、または

遅角させて、アイドル安定性を向上させる。

ぐ通電時間特性ン

バッテリ電圧によって通電時間を最適に制御する。電圧低下時は、通電時間を長くして火花エネルギを確保 

し、電圧上昇時は通電時間を短くして、エネルギロスやコイルの発熱を防止する。

-------フューエルポンプ制御---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

クランク角信号が1秒間入力されないときは、エンジンが停止したと判断しフューエルポンプリレー-^の通 

電を遮断しフューエルボンプを停止させる。

イグニッショ、ノ^I 01^にした直後は1秒間フューエルポンプを作動させ燃料予圧を与える。
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E N 0 7卩型エンジン フューエルシステムコントロールシステム

アイドル回転数制御

エンジン状態に応じて130バルブの空気流量を調整して、アイドリング回転数を最適な状態に制御する。

130バルブは、一定周期（313112)で〇作動しており、1サイクルに開いている時間割合（デューテ 

イ比）を増減させることによってスロットルをバイパスする空気流量を制御している。

ぐ始動時間制御ン
130バルブをデューティ比66% (始動時に必要最低限の空気量に合せた開度）にして、始動性を向上させる。

くフィードバック制御〉

(1)目標とするアイドリング回転数に対して、実際のアイドリング回転数が、

低Iヽ場合……空気流量を徐々に増加させる。

高い場合……空気流量を徐々に減少させる。

⑵冷態時はデューティ比を大きくして空気流量を増加し、目標回転数を上昇させて、暖気運転のためのファー 

ストアイドル制御を行なう。

⑶暖気後は電気負荷やエアコンの作動に応じて、下表の目標回転数とする。

アイドル回転数
㈣瓜）

通常 時 800 ± 50

電気負荷0N 850 ± 50

エアコン 1100 ±50

電気負荷 ヘッドランプ、ヒータ、リヤデフオッ 
ラジェータファン

く固定流量制御〉
アクセル踏み込み時は、アイドル時の150バルブ開度やスロットルバルブ開度に基づいて、固定流量制御を行 

なっている。
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£N07卩型エンジン フューエルシステム故障時のバックアップ機能

國故障時のバックアップ機能 

——"セルフダイアグノーシス（自己診断機能)

トラブル
コード 診断項目 検出 内容

21 水温センサ系 水温センサ本体、信号系統の断線、ショート

23 圧カセンサ系 圧カセンサ本体、電源、信号系統の断線、ショート

24 130ヾルブ系 130バルブ本体、電源、信号系統の断線、ショート

26 1吸気温センサ系 吸気温センサ本体、信号系統の断線、ショート

31 スロットルセンサ系 スロットルセンサ本体、電源、信号系統の断線、ショート

32 〇2センサ系 〇2センサ本体、信号系統の断線、ショート

33 車速センサ 車速センサ本体、信号系統の断線、ショート、メータケーブル

52 クラッチ信号系 本体、信号系統の断線、ショート

54 吸気系 吸気系ダクト、ホース類の外れ、破れ、ゆるみ

62 電気負荷信号系
電気負荷（へッドランプ、リヤデフォッガ、ラジェータファン）信号 
系統の断線、ショート

63 ヒーター信号系 ヒーターレジスタ、ハーネスの断線、ショート

くトラブルコードの読みかた〉
着

リードメモリコネクタを結合した時、チェックエンジランブは故障部分に応じたコードを点滅する。

例 トラブルコード21
— 一———^

トラブルコード21と32 门 | || || |门门
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£N07卩型エンジン——フューエルシステム故障時のバックアップ機能

ーセレクトモニタ機能------------------------------------------------------------------------------------

一五〇!；内の入出力信号データやトラブルコードを直接モニタして故障系統を診断する0

孖そード
入力、出力信号類のデータを直接表示し、基準値と比較することでセンサ信号系統の断 
線、ショート、センサ類の特性異常が判別できる。

ド八モード 入力、出力信号の0 N7 0卩卩と動作状態が3 3IV[の乙丑0の点灯により判別できる。

モード
3 5]V[に！；チェック、0チェック、バックアップメモリのトラブルコードを数字で表示 
する。0チヱックでは自己診断手順を実施後に、トラブルコードを数字で表示する。

孖〇モード 3 3皿でバックアップメモリ内のトラブルコード（過去の故障履歴）をクリアできる。

バックアップメモリとはイグニッシヨン電源（イグニッシヨン3界）を〇ドドしてもデータの保持される). 
メモリで、ここでは学習制御データや過去のトラブル内容を保持するのに用いている0

秦

フェイルセーフ機能

トラブル| 診断項目1 フニイルセーフ制御内容

水温センサ系

^ 130を固定制御とする。
蠢ェアコンを常時カットする。

^代用値を用いて制御する。
像ラジェータファンを常時〇]^にする。 |

23 圧カセンサ系
.150を固定制御とする。
，代用値を用いて制御する。 |

24 130バルブ系 —

26 吸気温センサ系 ，代用値を用いて制御する。 |

スロットルセンサ系
-150を固定制御とする。

，代用値を用いて制御する。

1 32 ^02センサ系 ，オープンループ制御をする。（02フィードバック補正を行わない）|

33 車速センサ系
，130を固定制御とする。

1鲁代用値を用いて制御する。 |

1 52 |クラッチ信号系

1 54 |吸気系 |，ェンジン回転数200011)111で燃料カットする。 |

1 62
電気負荷信号系 =1=一 一

63 1ヒータブロア信号系
I I
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ら1\10 7卩型エンジンーフューエルシステム構造-作動

圜構造，作動

—£01(   ------------------ --------- ------------ ------------ ----- -----------―削,一-----------~~~―一^^—

五〇〇はマイクロコンピュータを使用したデジタル制御方式で、燃料噴射制御、点火時期制御、アイドル回転 

数制御、フューェルポンプ制御、ェアコン制御、ラジェータファン制御、セルフダイアグノーシス（自己診断機 

能)、フユイルセーフ機能、スバルセレクトモニタ対応機能等を持っている。

-----------------------------------圧カセンサ------------------------------------------------ -------------------------------------- --------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- ------------------------------------------------------------------------------------------一............................................................................... ................................... ....................................................................................................................丨丨

NA— 忍減朽エンジン用の圧カセンサを新規採用した。この圧カセンサは、インテークマニホールドコレクタ 

に取付けられており、吸入管内の圧力を電気信号に変換するセン甘である0圧力検出部はシリコンダイヤフラ 

ム上に形成され、ダイヤフラムの変形量を電気信号に変換している。
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日N0 7尸型エンジン^—フューエルシステム構造.作動

130バルブ

ス〇ットルボアイ

ス〇ットルボディ

スロットルボディは、が八一：2減ぞ1用として新設され、インテークマニホールドに取付けられている。

こ❿スロットルボディには、ス〇ットルバルブの開度を検出するス〇ットルセンサとアイドリング時の吸入空 

気量をコント〇—ルする空気圧サーボ式の130バルブが取付けられている。

、つ'，ノ ':
，‘、，，暑,み ，ノ-觚 -..，嫌...—.--- ,-一-一-一-，,.,， ---—,參. ^

イソテークマニホールド

一丨80バルブ

く作動〉
⑴10キー〇ぞド時（非通電時）

スプリング灰、0、0のバランスにより、メイン

バルブ~シート間は、すき間を保持し、静止する。 

(2) 10キー0”時（通電時、エンジンほ停止）

上記⑴項の状態を保持し、デューティ値で通電 

する。

I

ス〇ットルボディ 13¢バルブ

が八-ぢ減朽エンジンの130バルブは、空気圧サーボ式（温水通路付）を採用した0この空気圧サーボ式0130 

バルブは、£€1!の信号によりプランジャを動かし（デューティ比制御)、これによりコントロール弁を開閉さ 

せ、ダイヤフラム室やメインバルブに作用する負圧力およびスプリングカのバランスによりメインバルブ開度 

を決定し吸人空気量を制御する。

スプリング（0)
メインバルブ 

スプリング（八)

コントロールバルブ ダイヤラム室 ダイアラム
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日1\10 7卩型ェノジノ------ フューエルシステ厶構造.動作

一130バルブ- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -一——一^一—— - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

(3)クランキング、アイドリング

ブランジャ位置は所定デューティ値で作動する。，（電気負荷等で数値は変る）
① コントロールバルブ閑：ダイヤフラム室は、オリフィスをかえし大気圧に近くなるため、メインバルブ

は吸入負圧により閉じる方向へ移動する。
② コントロールバルブ開：中空のシャフトによりダイヤフラム室に負圧が導入されメインバルブは、開く

方向へ移動する。

①、②を繰返し、ダイヤフラムに作用する負圧力とメインバルブに作用する負圧力が釣合った位置で 
メインバルブは安定する。

② エンジンの負圧?!)ヾコントロール弁を通りダイアフラム室 
に入るとダイアフラム室の圧力が低下する。

繰り返し

空気流量 エンジン内

①
大赃

承

ダイアフラム室の圧力が負圧になり弁はダイア 
ラムの力で左側に移動し、コントロール弁は閉 
じる0
この時、ダイアフラム室の負圧はオリフィスと 
フィルタを通り大気開放され、ダイアフラム室 
の圧力は㊉側に変化する。
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… 一水温ゼ ノサ ― —1 1 11 ~—............... —--------- -------- ---------

冷却水温を検出するセンサで、温度によって抵抗値が変化するサーミスタを使用している。

アウトレットハウジングに取付けられており、燃料噴射量と点火時期等を補正するための冷却水温信号を 

丑011に送る。（30 —ぢ1^1？丨車と同じ）

[问〇了ド型エンジンーフューエルシステム構造.作動

コネクタ

ハウジング

サーミスタ

——02センサ----------------------- ；------------------------------------------------------------------------------------——一

〇2センサは、NA— 丨エンジン用として新設した。（検出部はと同じであるが、ハーネス長さを変

更）

大

小

排
気
ガ
ス

力電起

\

2:

気
ガ
ス，

，ハ,..:

11V
I

&
V0
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日以0 7ド型ェンジン——フューエルシステム構造.作動

フューェルインジェクタ

プレッシャレギュレータ.デリバリパイプ.フューエルパイプ

が八一ぢ減朽エンジン用のプレッシャレキュレータ、デリバリパイプは、継続車の80— 丑減？！エンジンのもの 

と同じであるが、フューエルパイプほ、形伏を変更したため一ぉ城朽用として新設した。

，藩觀纖觀:ミ

ご^ン;シぐゼ-ゥぐ：へ：

フュ.ーエル丨
パイブ;

鐵賺

\ プレッシャ
\ レギュレータ

デリバリパイプ
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日N0 7尸型エンジン——ェキゾーストシステム構造.作動

2-4-7 ェキゾーストシステム圈構造.作動

尺八-巵撼朽車ニキゾーストシステム❿構成部品、部品配置は、継繞車（キャブレータ車）と同じである。

ベ0—ズカバー

ェキゾーストカバ 
〇アリヤ

ーエキソーストマニホールドをガスケット^------------ 一---------—-------- -----—------- ——

:一丨エンジン用のェキゾーストマニホールドには、出口側に02センサ取付ボスを設けた。
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日以0 7卩型エンジンー^キゾーストシステム構造.作動

マフラーふマフラーカバ| 10^

以八一丑題？1車用のマフラー、マフラーカバー を採用した。マフラーはキャブレータ車のマフラーに対して、 

内部構造を変更し出力向上をはかった0また、マフラーカバーは従来車に対し、フロント部の形伏を一部変更 
した。

〔マフプーカバ^一/〕

：；^^；：：；：？；
調V—モセン

なぞず-:分^も灰ぬ私5备系路給從被始5^^^？珍^!"

ベローズカバー

以八 一£№1車のベローズカバーフロントは、従来のキャブレータ車のものを一部形伏変更した。 

(キャブレータ車も同仕様に変更）

〔参考〕従来のキャブレータ車

(注記）ェキゾーストシステムの脱着については、3 —2、〔2〕207丁（単体）脱着の項を参照のこと。
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日[N10 7ド型ェンジン—~ェミッションコントロールシステム概要

2-4-8 ェミッションコントロールシステムII概要

NA— お1^？1車のエミッションコントロールシステム（排気ガス浄化装置）は、継続の3〇一車と同様、 

エンジンモディフィケーションをベースに、三元触媒装置、空燃比制御装置、点火時期制御装置等を組合わせた 

方式である。

く排気ガス浄化装置一覧表〉

装 置 構成部〇〇
低減物質

N0 00

触媒装置 ，モノリス三元触媒 〇 〇 〇

空燃比制御装置

，エンジンコントロールユニット

，圧カセンサ ，02センサ
^水温センサ ，吸気温センサ
參スロットルセンサ

〇 〇 〇

点火時期制御装置

，エンジンコントロールユニット

參配電器（クランク角センサ内蔵）
-水温センサ ，吸気温センサ

#

〇 〇 〇

ブローバイガス還元装置 #ブローバイホース 〇

燃料蒸発ガス排出抑止装置 ，キャニスタ 〇

く排気ガズ浄化装置概要図〉
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)点火装置
イグニッシヨンコイル

N1 —車のイグニッシヨンコイルは、ダイヤモンド電気製のものを採用した。また、イグナイタ機能も 

蔵している。

ぐ結線図〉

£N07卩型エンジンーー^ンジンエレクトリカル仕様參構造.作動

2-4-9エンジンエレクトリカル國仕様.構造.作動（1)始動装置

N1―1腳？1車のスタータ公称出力を下表に示した0

車種 公称出力 メーカ

縱4棚 0.65ヒ胃 日立

慰2勸 0.651^ 二菱

五〇贾 0.70^ 二著

(注）仕様については、119サンバー660新型車解説書を参照のこと0

メーカ ダイヤモンド電機

型 式 卩八0061 -01只

バッテリ電圧 127

—次コイル抵抗 0,85 0 ± 10%

二次コイル抵抗 13*0119 ± 15%

2

内
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£N0 7ド型エンジンーエンジンエレクトリカル仕様.構造.動作

ディストリビュータ（クランク角センサ.気筒判別センサ)

NA — E]VIF1エンジンのディストリビュータは、継続の30 — £№1車と同じものであり、一体型のクランク角 

センサと気筒判別センサを内蔵している0

シグナルロータ
ロータ

キャップ

気筒判別

ハウジング

虹^=T=V 11 \
^11 ，—.—-1

1= 秦―1 11^
——1

111
1 1

シグナルロータ
シャフト

八

シグナルジェネレータ

(0丫し1)

2-43



£N07ド型エンジンーーエンジンエレクトリカル仕様.構造.作動

-------ハイテンシヨンコード------------------------- --------

ハイテンシヨンコードは、NA— お1^1車および継

続車（キャブ、30 —の全車を同仕様とした。

(3)充電装置

―オノレタネータ ~

NA ― E}AF^車のオルタネータは、継続の30— 車と同仕様である。

(キャブレータ車は、ヱアコン有、無の2種類とした）

車 種 エアコン メーカ 公称出力 プーリ径 識別

キャフレタ車

4x0：狒 日本電装 45八 0 60
Vベルト 黄緑

有 个 个 0 50
ポリVベルト 紫

隱一丑腦車
50 -車 有、無共 三菱電機 55八 0 52.5

ポリVベルト 黄

\ 基準値

コ-ド名

全 車

長さ（1010) 抵抗㈣）

一:
ィ

ス

)
ド、

ノぺ、ン、トライ 165 ^ 1.8〜3.4

トラック 215ゴ 2.4〜4.5

コイル側
キャップ色 赤色

#1コード 545 :デ 6.1〜11.3

#2コード 490 ！ 5.5〜10.2

#3コード 480 ！ 5.4〜削

# 4コ'—ド 390ごで 4.4〜8.1
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2-5 £N07丫型エンジン（30— 車)

画仕様，構造#作動

従来車用のエンジンに対して、下記の部品を変更した。

変更部品 内 容

エキゾーストマニホールド
NA — E]V1F1エンジン用と同じものに変更した。

(？, 2-39参照）

イグニッションコイル
似一五1^？1エンジン用と同じであり、イグナイタ内蔵タイプに変 
更した。尚、コイル本体は、^1710 NA-E]V[F1と共用。

(？，2~~42参照）

吸気温センサ
NA— エンジン用と同じものに変更した。（\^1\710 30 -
覎1^1エンジン用と共用化した〇)

(？, 2 - 22参照）

〇2センサ
NA— 丑1\1？丨エンジン用と同じものに変更した。（検出部は^1710 
用と同じであるが、ハーネスの長さを変更した）

(？, 2 - 37参照）

EN[E>[- E^\] 制御機能の常数値の一部を変更した0
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